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平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

２

一
月
十
三
日

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

徳
島
県
知
事
表
彰

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

徳
島
県
消
防
協
会
特
別
表
彰

消防出初式挙行

、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
て
、
新
春
を
飾
る
恒
例

の
消
防
出
初
式
が
勇
壮
か
つ
厳
粛
に

開
催
さ
れ
、
永
き
に
わ
た
り
消
防
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
星
谷
橋
下
流
河
川

敷
に
お
い
て
十
分
団
一
斉
の
放
水
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
の
使
命

で
あ
る
町
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害

か
ら
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
消

防
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
年

被

表

彰

者

（
敬
称
略
）

「
精

績

章
」

本

団

副
団
長

岡

田

定

往

第
二
分
団

団

員

橋

本

修

治

第
四
分
団

団

員

倉

越

修

「
功

績

章
」

第
二
分
団

団

員

池

田

年

男

第
七
分
団

団

員

多

田

憲

一

「
精

績

章
」

第
二
分
団

団

員

宮

本

孝

史

第
三
分
団

団

員

西

山

善

裕

第
五
分
団

団

員

溝

内

靖

第
七
分
団

団

員

野

崎

裕

之

第
九
分
団

団

員

中

村

孝

義

第
四
分
団

団

員

定

作

誉

之

第
四
分
団

団

員

北

内

康

弘

第
九
分
団

団

員

斎

藤

弘

第
一
分
団

副
分
団
長

美

馬

義

卓

第
二
分
団

副
分
団
長

山

田

芳

嗣

第
三
分
団

団

員

森

岡

賢

一

第
四
分
団

副
分
団
長

堀

公

博

第
五
分
団

団

員

瀧

正

行

第
六
分
団

団

員

山

路

日
出
男

第
七
分
団

団

員

太

田

一

生

第
八
分
団

団

員

高

橋

和

之

第
九
分
団

団

員

湯

浅

敏

明

機

動

隊

隊

長

笠

木

義

弘

第
一
分
団

団

員

福

良

雅

俊

第
一
分
団

団

員

細

谷

和

志

第
一
分
団

団

員

神

田

武

志

第
二
分
団

団

員

下

高

直

紀

第
三
分
団

団

員

木

原

守

第
三
分
団

団

員

大

西

郁

生

第
三
分
団

団

員

高

田

賢
志

第
三
分
団

団

員

桑

原

明

生

第
五
分
団

団

員

鵜

澤

良

安

第
五
分
団

団

員

松

田

友

和

第
六
分
団

団

員

陽

地

博

巳

第
六
分
団

団

員

大

西

慶

吾

第
六
分
団

団

員

岡

田

智

明

第
七
分
団

団

員

前

田

直

樹

第
八
分
団

団

員

唐

渡

英

延

第
八
分
団

団

員

岩

田

敏

雄

第
九
分
団

団

員

西

野

敬

裕

機

動

隊

副
隊
長

中

瀬

弘

晴

第
一
分
団

元
分
団
長

上

平

等

第
二
分
団

前
団
員

宮

本

健

次

第
六
分
団

元
分
団
長

河

野
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一

第
一
分
団

前
団
員

戸

田

智

啓

第
三
分
団

元
副
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団
長

堺

芳

生

第
三
分
団

前
団
員

新

田

慎

也

第
四
分
団

前
団
員

栗

城

達

吉

第
五
分
団

元
分
団
長

前

田

健

志

第
七
分
団

前
団
員

仲

田

浩

之

第
八
分
団

元
分
団
長

古

田

富
士
夫

第
八
分
団

元
分
団
長

岡

佳

一

第
九
分
団

元
分
団
長

坪

井

康

宏

第
九
分
団

元
分
団
長

徳

政

栄

宣

機

動

隊

前
隊
長

松

本

博

文

◆
平
成
二
十
年
勝
浦
町
消
防
団
入
団
者
◆

第
一
分
団

団

員

末

廣

智

映

第
一
分
団

団

員

岸

上

琢

次

第
三
分
団

団

員

大

谷
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司

第
三
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団

団

員

大
久
保

竜

一
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団

員
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員
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五
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員
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博

和
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団

員
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昭

第
七
分
団

団

員
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上
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也

第
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団

団

員
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谷
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男

第
八
分
団

団

員

古

田

真
一
郎

第
九
分
団

団

員

阿

部

泰

之

第
九
分
団

団

員

谷

内

精

次

機

動

隊

隊

員

中

田

敦

士



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
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勝
浦
町
は
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テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!
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Ⅰ

保
育
を
取
り
巻
く
社
会
的
状
況

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
夫
婦
共
働
き

世
帯
の
増
加
お
よ
び
女
性
の
社
会
進
出
等
に

よ
り
、
保
育
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
す
る
中
で
、

子
育
て
支
援
の
役
割
を
担
う
保
育
所
に
お
い

て
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
町
は
、
厳
し
い
行
財
政
状
況
の
中

で
、
よ
り
効
率
的
な
保
育
所
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
立
保
育
所
に
お
い

て
、
民
間
活
力
の
活
用
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
延
長
保
育
な
ど
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い
る
中
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
ど
う

応
え
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

Ⅱ

こ
れ
ま
で
の
経
過

町
は
、
平
成
十
九
年
七
月
に
勝
浦
町
の
保

育
行
政
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
、
今
後
の

保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

幅
広
い
立
場
の
委
員
十
二
人
で
構
成
さ
れ
た

勝
浦
町
立
保
育
所
民
営
化
検
討
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
六
回
に
わ
た

り
、
検
討
を
重
ね
、
平
成
十
九
年
十
二
月
に
、

検
討
結
果
を
ま
と
め
た
答
申
書
が
町
長
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
を
受
け
、
よ
り
よ
い
保
育
の
充
実
と

効
率
的
な
保
育
所
運
営
に
向
け
、
町
立
保
育

所
の
民
間
移
管
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、｢

勝
浦
町
立
保
育
所
民
間
移
管

基
本
方
針｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

Ⅲ

民
間
移
管
方
針
に
係
る
説
明
会

一
月
七
日
・
八
日
・
十
日
の
三
日
間
、
横

瀬
保
育
所
、
生
比
奈
保
育
所
、
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
民
営
化
検
討
委
員
会
か

ら
提
出
が
あ
り
ま
し
た
答
申
の
内
容
お
よ
び

保
育
所
民
間
移
管
基
本
方
針
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
説
明
会
に
は
、
中

田
町
長
、
折
野
副
町
長
は
じ
め
関
係
職
員
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
子
ど

も
の
立
場
を
見
据
え
、
保
護
者
の
方
々
と
の

信
頼
関
係
構
築
に
努
め
な
が
ら
、
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
十
分
な
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
「
勝
浦
町
立
保
育
所
移
管
に
係
る

移
管
先
法
人
選
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
民

営
化
す
る
保
育
所
の
選
定

基
準
の
作
成
や
保
育
所
運

営
者
の
選
考
な
ど
を
行
い

ま
す
。

保
育
所
民
営
化

Ｑ
＆
Ａ

説
明
会
で
保
護
者
の
方
か
ら
多
く
質
問
の

あ
り
ま
し
た
事
項
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ

い
つ
か
ら
民
営
化
す
る
の
で
す
か
？

Ａ

平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
、
移
管
先
要

項
の
作
成
、
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
、
移

管
先
法
人
の
選
定
手
続
き
、
移
管
協
定
の
締

結
、
町
・
法
人
・
保
護
者
の
三
者
協
議
に
よ

る
保
育
内
容
の
確
定
を
行
い
、
平
成
二
十
一

年
度
は
引
継
ぎ
保
育
期
間
と
し
、
民
間
法
人

の
保
育
士
と
の
合
同
保
育
を
行
い
、
平
成
二

十
二
年
度
当
初
か
ら
完
全
移
管
と
し
ま
す
。

Ｑ

民
営
化
に
よ
っ
て
、
保
育
料
が
高
く
な

る
の
で
は
な
い
で
す
か
？

Ａ

民
間
移
管
に
よ
っ
て
保
育
料
が
高
く
な

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
保

護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
て
い
る
保
育
料
は

勝
浦
町
の
収
入
で
あ
り
、
公
立
で
あ
っ
て
も

私
立
で
あ
っ
て
も
所
得
区
分
に
基
づ
い
て
同

じ
基
準
で
勝
浦
町
が
決
定
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
で
す
。
な
お
、
民
間
移
管
後
も
保
育
料

の
支
払
先
は
勝
浦
町
の
ま
ま
で
す
。

Ｑ

全
て
の
町
立
保
育
所
を
民
営
化
す
る
の

で
す
か
？

Ａ

勝
浦
町
は
、
二
ヵ
所
の
町
立
保
育
所
が

あ
り
、
そ
の
全
て
に
民
間
移
管
を
進
め
ま
す
。

勝
浦
町
の
居
住
地
域
は
地
形
的
に
東
西
に
長

く
、
保
護
者
に
よ
る
保
育
所
の
選
択
権
は
事

実
上
無
に
等
し
い
こ
と
や
小
学
校
校
区
と
地

域
が
密
接
に
連
携
し
て
お
り
、
特
に
小
学
校

へ
通
学
区
域
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
生
比
奈
保
育
所
、
横
瀬
保
育
所
を
民

間
移
管
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

Ｑ

民
営
化
さ
れ
た
ら
、
子
ど
も
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
？

Ａ

移
管
に
伴
い
、
設
置
運
営
主
体
は
変
わ

り
ま
す
が
、
認
可
保
育
所
と
し
て
の
位
置
づ

け
は
、
公
立
保
育
所
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
保
育
内
容
は
引
き
継
ぎ
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
保
育
所
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
育
所
民
間
移
管
に
つ
い
て
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４

廃棄物の野焼き禁止
知っ
ていますか？

Ｑ どうして禁止されているの？

Ａ 特殊な構造基準を満たす小型焼却炉以外での野焼きは、燃焼時の温度の管理

や排ガス対策が行われないため、有害物質の発生を押さえることができない

からです。

Ｑ 法律に違反するとどうなるの？

Ａ 法律に違反すると、懲役５年以下、若しくは1,000万円以下の罰金またはその

両方が科せられます。

Ｑ 農家等は野焼きしてもよいの？

Ａ 次の表に野焼き禁止の例外規定を記載しています。しかし、例外とされた行

為であっても、生活環境上支障を与え、苦情のある場合は焼却することはで

きません。

焼 却 禁 止 の 例 外 規 定

法律に定められた処理基準によって行う廃棄物の焼却

風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却

例：地域の行事における不要になった門松、しめ縄などの焼却

農業・林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却

例：農業者が行う稲わら・みかんの剪定枝等の焼却、林業者が行う伐採した枝等の焼却

たき火その他日常生活を営むうえで通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの

例：暖をとるためのたき火、キャンプファイヤー等を行う際の木くずの焼却。但し「軽微な焼

却」とは、煙の量や臭い等が近所の迷惑にならない程度の少量の焼却のことです。

国・地方公共団体が行う施設管理や災害予防、応急対策に必要なもの

例：河川敷の草焼き、災害等の応急対策など。

野焼きは大量の黒煙や臭いが発生するため、

「煙が家の中に入ってきて息苦しい、窓を開けら

れない」「洗濯物にすすや臭いがつく」など多く

の苦情が寄せられています。

野焼きは環境に悪いだけでは

なくて、近隣の人にも迷惑をか

けることになるんですね。

廃棄物の野焼きは、平成13年４月１日から「廃棄物の処理および清掃に

関する法律」で禁止されています。

家庭でのごみ焼きをやめ、ごみは分別し、決められた曜日にごみ置場に出してくだ

さい。また、生ごみなどを堆肥化するなどの減量化に努めましょう。



社
会
保
険
職
員
等
を
装
っ
た

不
審
な
訪
問
者
や
電
話
等
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

５

現
金
の
詐
取
を
目
的
と
し
た

不
審
な
行
為
の
事
例

<

訪
問
編>

「
年
金
を
増
額
す
る
た
め
の
手
数
料
が
必
要
。
手
続
き
し

ま
し
ょ
う
。」

「
医
療
費
の
払
い
戻
し
や
社
会
保
険
の
手
続
き
に
か
か
る

手
数
料
が
必
要
で
す
。」

<

電
話
編>

「
年
金
の
払
い
過
ぎ
が
あ
っ
た
の
で
、
指
定
の
銀
行
口
座

に
振
り
込
む
よ
う
に
。
振
り
込
ま
な
い
場
合
、
次
回
の
年

金
支
払
い
を
停
止
す
る
。」

「
葉
書
で
先
に
照
会
し
た
が
、
国
民
年
金
の
未
納
が
あ
る

の
で
至
急
払
う
よ
う
に
。」

（
社
会
保
険
庁
の
職
員
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
、
国
民

年
金
基
金
、
国
民
年
金
管
理
セ
ン
タ
ー
、
最
高
裁
判
所
、

○
○
法
律
事
務
所
、
日
本
債
権
調
査
組
合
、
日
本
債
権
管

理
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
名
乗
る
場
合
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。）

<

文
書
編>

「
国
民
年
金
制
度
が
変
更
と
な
り
、
○
月
か
ら
文
書
で
請

求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
支
払
い
が
な
い
場
合
に
は
強
制

徴
収
を
す
る
。」

「
現
在
、
受
給
し
て
い
る
年
金
額
に
誤
り
が
発
覚
し
、
文

書
到
着
後
三
日
以
内
に
現
金
を
郵
送
し
な
い
と
年
金
の
支

給
を
停
止
す
る
と
と
も
に
東
京
地
方
裁
判
所
に
損
害
賠
償

請
求
の
訴
訟
を
提
訴
し
、
資
産
を
差
し
押
さ
え
る
。」

（
日
本
国
民
年
金
組
合
、
日
本
国
民
年
金
協
会
、
国
民
年
金

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
名
乗
る
場
合
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。）

個
人
情
報
の
収
集
を
目
的
と
し
た

不
審
な
行
為
の
事
例

<

電
話
編>

「
社
会
保
険
事
務
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
ズ
レ
が
生
じ

た
の
で
、
勤
め
先
、
電
話
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

「
基
礎
年
金
番
号
が
変
わ
る
の
で
、
勤
め
先
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。」

「
調
査
票
を
送
る
の
で
、
従
業
員
の
調
査
事
項
に
つ
い
て

記
入
し
送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。」

「
災
害
時
の
連
絡
先
を
確
認
す
る
た
め
、
息
子
の
勤
め
先
、

携
帯
番
号
、
同
居
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。」

<

文
書
編>

「
還
付
金
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
住
所
と
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
下
さ
い
。」
と
い
う
督
促
状
の
葉
書
。

「
あ
な
た
は
厚
生
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

基
礎
年
金
番
号
等
を
記
入
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
返
送
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
手
紙
。

【
問
い
合
わ
せ
】

・
勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

・
徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

０
８
８（
６
５
２
）１
５
１
１

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
等
を
装
い
、
「
医
療
費
の
払

い
戻
し
や
年
金
を
増
額
す
る
た
め
の
手
数
料
が
必
要
。
」

と
ご
自
宅
を
訪
問
し
た
り
、
「
年
金
の
払
い
過
ぎ
が
あ
っ

た
の
で
、
指
定
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
む
よ
う
に
。
振

り
込
ま
な
い
場
合
、
次
回
の
年
金
支
払
い
を
停
止
す
る
。」、

「
国
民
年
金
が
未
納
で
あ
る
の
で
、
至
急
払
う
よ
う
に
。
」

と
い
っ
た
電
話
や
文
書
が
届
く
な
ど
の
不
審
な
行
為
が

あ
り
、
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
話
で
ご
家
族
の
勤
務
先
の
名
称
、
所
在
地
、

電
話
番
号
を
聞
き
出
す
な
ど
、
個
人
情
報
を
収
集
す
る

不
審
な
行
為
に
つ
い
て
も
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
、
地
方
社
会
保
険
事
務
局
お
よ
び
社
会

保
険
事
務
所
で
は
、
指
定
口
座
に
現
金
の
振
込
み
を
依

頼
し
た
り
、
社
会
保
険
の
手
続
き
の
た
め
の
手
数
料
と

称
し
て
現
金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
電
話
で
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

不
審
に
思
わ
れ
る
訪
問
者
や
電
話
等
に
よ
る
照
会
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
対
応
せ
ず
に
相
手
の
所
属

と
氏
名
、
連
絡
先
を
確
認
い
た
だ
き
、
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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まちかど散歩みち

平
成
十
九
年
八
月
二
十
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
元
町
議
会
副
議
長
の

橋
肇
氏
に
対
し
、
旭

日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

故

橋
肇
氏
は
、
勝
浦
町
議
会
議
員
と
し
て
十
二

年
間
在
職
さ
れ
、
勝
浦
町
議
会
副
議
長
、
ま
た
徳
島

県
中
央
福
祉
地
区
身
体
障
害
者
連
合
会
会
長
等
多
く

の
役
職
を
歴
任
し
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
等
、

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
授
与
は
、
こ
う
し
た
故
人
の
多
大
な
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
そ
の
偉
業
遺
徳
は
、
広

く
町
民
の
胸
中
に
刻
ま
れ
、
郷
土
発
展
の
光
と
し
て

輝
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

故

橋
肇
氏
の
町
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
の
受
章

に
敬
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

中田町長から授与の伝達を受ける
橋嗣男さん（ご家族）

「ＮＡＫＡ Championship 大会」（フットボールクラブ那賀主催）が、平成19年12月23日、那

賀町民グランドおよび那賀町民体育館において３チームが参加し開催され、上勝・クレイン

（勝浦町と上勝町合同チーム）Ｕ－12（Ａチーム ４年生から６年生）、Ｕ－９（Ｃチーム１年

生から３年生）が参加し、見事優勝に輝き金メダルを獲得しました。

また、横瀬小学校３年生 鶴本拓海君が、今大会Ｕ－９のＭＶＰに輝きました。

おめでとうございます。チームのみなさん、これからも勉強にスポーツに頑張ってください。

少
年
サ
ッ
カ
ー

金
メ
ダ
ル
獲
得
お
め
で
と
う
！

Ｕ－12 Ｕ－９

３月29日 から岡山県倉敷マスカット球場で開催される、全

日本少年硬式野球連盟第16回全日本春季大会に東四国支部（徳

島県・香川県）代表として山本史典君と引地拓也君が出場しま

す。

山本君は、エースとして昨年12月に行われた支部予選３試合

をすべて完封で投げきり、決勝戦では６回まで相手打線をノー

ヒットで抑える完璧なピッチングでチームを引っ張り全国大会

への切符を手にしました。引地君も外野の控えとしてベンチ入

りし、ナインの士気を鼓舞する応援を全力で行いました。

全国大会での活躍を期待します。頑張ってください！

全国大会出場！山本史典君（生名） 引地拓也君（生名）

力投する山本君

�
�

故髙橋 肇氏に

旭日単光章
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７

新春の阿波路を駆け抜ける徳島駅伝が、１月４日

から６日までの３日間行われました。

今回は15郡市がフル出場し優勝を目指しました。

勝浦郡チームは選手に故障者が出るなど、万全の態

勢では大会に臨めませんでした。結果は総合最下位

に終わりましたが、選手は懸命の走りをみせました。

今大会に際しましてご尽力くださいました後援会

の皆さんをはじめ、沿道各所でご声援くださいまし

た町民の皆さんに厚くお礼を申し上げます。

今大会において大会長から勝浦郡チームに「努力

賞」が贈られました。

また、勝浦郡陸上競技協会後援会会長から次の町

内選手に各賞が贈られました。 （敬称略 順不同）

勝浦郡最優秀選手賞 野 崎 奈 々

勝浦郡優秀選手賞 駒 津 普 司 藤 木 浩 史
東 山 圭 佑 宮 田 蘭

勝浦郡新人選手賞 中村莉央成

徳 島 駅 伝

出
番
を
待
つ
人
形
た
ち

第20回
◆
ひ
な
供
養
人
形
受
付

二
月
九
日

～
十
日

家
庭
で
飾
ら
な
く
な
っ
た
り
、
古
く
な
っ
た
ひ
な
人

形
を
引
き
取
り
供
養
い
た
し
ま
す
。
供
養
し
た
ひ
な
人

形
は
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
に
飾
っ
た
り
、
文
化
交
流
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時

間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

会

場

人
形
文
化
交
流
館

供
養
料

五
、〇
〇
〇
円

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
と
協
力
を

ひ
な
祭
り
の
準
備
に
は
、
多
く
の
人
手
を
要
し
、
毎

回
五
〇
〇
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
十
七
日
の
開
幕
に
向
け
て
、
会
場
で
人
形
の

飾
り
付
け
、
会
場
設
営
・
整
備
な
ど
毎
日
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
一
人
で

も
多
く
の
参
加
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

（
４
２
）３
３
０
０

寒
風
吹
く
勝
浦
の
路
沿
い
に
、
桃
や
桜
の
花
が

「
パ
ッ
ト
咲
い
た
」
よ
う
に
、
ピ
ン
ク
の
旗
が
立
ち
並

び
、
春
の
風
を
呼
び
込
む
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。「
第

二
十
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
の
開
催
に
向
け
て
、
実

行
委
員
会
で
は
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ひな祭りの日程

期 間 ２月17日（日）～３月20日（木･祝）

会 場 人形文化交流館

入場料 大 人 300円

団 体 200円（10人以上)

小学生 100円

主なイベント
２月17日

９:00～ マーチングバンド
９:30～ オープニングセレモニー
10:00～ 奉納お手玉の舞
11:00～ 阿波踊り（やっ古連）
13:30～ 三味線演奏（朝啄会）

２月23日
11:00～ 大正琴演奏（琴の葉会）

３月１日
11:00～ マジックショー
13:30～ お手玉演舞子ども教室発表会

３月２日
10:00～ 初節句記念撮影
10:30～ 金長太鼓
13:00～ 大正琴演奏（琴の葉会）

３月16日
11:00～ 阿波踊り（藍吹雪）
13:30～ お手玉演舞競演会

３月20日
15:00～ 阿波踊り（よあかし連）
15:30～ フィナーレ

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
い
よ
い
よ
開
幕
！

���������	�
�������

����

着々と準備が進む人形文化交流館
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催
！
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ラ
イ
ト
会
場
と
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て
参
加
!!

８

県
営
か
ん
が
い
・
畑
総
事
業
の
維
持
管
理

補
修
お
よ
び
一
般
事
務
を
行
う
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
希
望
の
方
は
履
歴
書
（
市

販
の
も
の
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員

一
人

応
募
条
件

高
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
歴
を

有
す
る
者
で
昭
和
五
十
八
年
四

月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

募
集
期
間

二
月
一
日

～
十
五
日

ま
で

雇
用
期
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日
～

当
分
の
間

提
出
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
土
地
改
良
区
事
務
局

（
４
４
）２
２
０
０

勝
浦
土
地
改
良
区

臨
時
職
員
募
集
！

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

問
い
合
わ
せ

(
)

26日 20日 14日 ６日 １日

★
保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

★
二
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
わ
ら
べ
う
た
遊

び
を
し
ま
し
ょ
う

★
お
雛
様
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

★
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
お
雛
様
づ
く
り
を
お
家
の
人
と
し
ま
し
ょ
う

「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
に
展
示
し
ま
し
ょ
う
ね

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
ひ
な
ま
つ
り
」
を
見
ま

し
ょ
う

★
保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒
に
豆
ま
き
を
し

ま
し
ょ
う

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

２月

日 時 平日 午前９時～午後４時

場 所 生比奈保育所

内 容 乳幼児に関する来所相談・電話相談

育
児
相
談
日

日 時 ４ ・６ ・12 ・14
19 ・20 ・25 ・27
午前９時～10時

場 所 生比奈保育所

健
康
相
談
日

ガ
ラ
ス
ビ
ン
に
つ
い
て
こ
ん
な
質
問

が
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｑ

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
コ
ン
テ
ナ
回
収
の
ガ

ラ
ス
ビ
ン
は
、
ガ
ラ
ス
ビ
ン
で
あ
れ
ば
何
で
も
入

れ
て
い
い
で
す
か
。

Ａ

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
の
は
、
原
材
料
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
食
用
品
ガ
ラ
ス
ビ
ン
だ
け
で
す
。

Ｑ

コ
ン
テ
ナ
回
収
の
ガ
ラ
ス
ビ
ン
は
色
別
に
出

さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
。

Ａ

指
定
の
茶
色
、
無
色
、
そ
の
他
の
色
の
三
種

類
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
は
、
色
別
に
ビ
ン
を
分
け

て
原
材
料
に
加
工
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

一
升
ビ
ン
、
ビ
ー
ル
ビ
ン
な
ど
も
出
し
て
よ

い
で
す
か
。

Ａ

酒
店
な
ど
で
買
い
取
り
し
て
い
る
一
升
び
ん
、

ビ
ー
ル
ビ
ン
は
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
近
は
買
い
取
り
で
き
な
い
一
升
ビ
ン
、

ビ
ー
ル
ビ
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
場
合
は
出

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
同
じ
と
考
え
て
よ
い

で
す
か
。

Ａ

ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
ガ
ラ
ス
ビ
ン(

食
用
品
以

外)

の
コ
ン
テ
ナ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
す
時
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

共
通
し
た
注
意
事
項

※
食
品
、
化
粧
品
な
ど
の
中
身
を
全
部
出
し
て
、

汚
れ
を
取
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
汚
れ
が
取
れ
な
い
も
の
は
、
通
常
の
町
指
定
ビ

ン
ガ
ラ
ス
類
の
ご
み
袋
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
み
の

分
別
⑥

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

��
��
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９

原
動
機
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動

車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四

月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い

方
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
窓
口
で
確

実
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
役
場
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

・
軽
二
輪
（
二
五
一
cc
以
上
の
バ
イ
ク
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
７
４

・
軽
自
動
車
・
軽
二
輪

（
一
二
六
～
二
五
〇
cc
の
バ
イ
ク
）

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

０
８
８（
６
４
１
）２
０
１
０

勝
浦
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
勝
浦
町
総
務
税
務
課
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

二
月
四
日

か
ら
二
月
十
五
日

の
締

切
日
ま
で
総
務
税
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義

変
更
は
お
済
み
で
す
か
？

勝
浦
町
職
員（
看
護
師
等
）

採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

試験区分 看 護 師 一般事務（臨時職員）

受験資格
昭和42年４月２日以降に
生まれた者で、看護師の
免許を有する者

特にありません

採用予定人数 若 干 名

試 験 日 平成20年２月24日
試験は行ないませんが、履
歴書を提出してください。

試 験 場 勝浦町役場

申込受付
期 間

平成20年２月４日 から
15日 までの執務日の午
前８時30分から午後５時
まで（土･日･祭日を除く）

平成20年２月１日 から
当分の間、執務日の午前
８時30分から午後５時ま
で（土･日･祭日を除く）

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
行
事

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
二
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

一
月
の
活
動
報
告

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
方
と
、
お
餅
つ
き
を

し
ま
し
た
。

重
い
杵
で
が
ん
ば
っ
て
つ
い
た
り
、
粉
だ

ら
け
に
な
り
な
が
ら
自
分
た
ち
で
ま
る
め
た

り
、
子
供
た
ち
も
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
お
餅

は
、
紫
芋
、
よ

も
ぎ
、
白
餅
で

ど
れ
も
お
い
し

く
口
い
っ
ぱ
い

に
ほ
お
ば
っ
て

い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

２ 月 の 行 事

26
日

22
日

19
日

12
日

８
日

５
日

雛
人
形
作
り

mama
'
s
caf

e

ビ
ッ
ク
ひ
な
祭
り
見
学

（
十
時
半
に
ビ
ッ
ク
ひ
な

祭
り
の
会
場
の
入
り
口
前

で
集
合
。
入
場
後
は
集
合

写
真
を
撮
っ
て
自
由
に
見

学
。
自
由
解
散
。
）

粘
土
遊
び

リ
ト
ミ
ッ
ク

豆
ま
き

２月

楽しくもちつきをする子供たち

��
��

��
��

e

e
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優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸

し
付
け
し
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
一
日

～
十
八
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生

（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

【
入
学
準
備
金
】

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る
こ

と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い

て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）
２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等
の
助

成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日

～
十
八
日（

土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て

は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）

２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一

建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書

一
式

（
申
請
書
は
勝
浦
町
産
業
建
設
課
に
あ
り

ま
す
。
一
部
三
百
円
）

二

添
付
書
類

・
身
分
証
明
書

・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書

・
労
働
保
険
加
入
証
明
書(

写)

・
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
、
履
行

証
明
書(

写)

・
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証
明
書(

写)

・
任
意
労
災
制
度
加
入
証
明
書
ま
た
は
振

込
み
通
知
書(

写)

・
登
記
簿
謄
本(

法
人)

・
代
表
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書(

写)

・
建
設
業
許
可
通
知
書(

写)

三

受
付
期
間

三
月
一
日

～
三
月
三
十
一
日

（
期
間
厳
守)

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

四

受
付
場
所

勝
浦
町
産
業
建
設
課

五

有
効
期
間

平
成
二
十
年
度

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）１
５
０
６

※
た
だ
し
、
町
外
建
設
業
者
は
、
平
成
九
年

度
を
最
初
の
期
間
と
す
る
隔
年
ご
と
の
申

請
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
産
業

建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
年
度

就
学
援
助
制
度

平
成
二
十
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
金
に
つ
い
て

心身の発育や発達に関する必要

な相談を次のとおり実施します。

２月28日 午後２:00～

勝浦町住民福祉センター２階

小松島療育センター
吉 良 明 美 先生

※相談については、事前に申し込

みが必要になります。２月７日

までに勝浦町福祉課保健師へ

申し込み予約をしてください。

予約がない方については、当日

は受けれません。

【問い合わせ・申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

ＩＰ 050（3438）7441

建
築
・
土
木
工
事
等
指
名

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
受
付

子育て支援の一環として

発達相談窓口を

開設しています！
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所
得
税
は
、
納
税
者
自
ら
が
、
税
法
に
従

い
、
所
得
金
額
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、

申
告
と
納
税
を
行
う
「
申
告
納
税
制
度
」
を

採
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
自
分

で
書
い
て
早
め
に
郵
送
等
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
さ
れ
ま
す
と
、
本
税
の
ほ
か

に
加
算
税
や
延
滞
税
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
十
九
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と
納
税

の
期
限
は
、
三
月
十
七
日

ま
で
で
す
。

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土
地
や
建
物

の
売
却
に
よ
る
譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
方

で
、
平
成
十
九
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

▼
給
与
所
得
が
あ
る
方
で

給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合

給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る

方
で
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

（
地
代
・
家
賃
・
原
稿
料
な
ど
）
の
合
計

額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

給
与
が
一
カ
所
だ
け
の
給
与
所
得
者
の
方

は
、
年
末
調
整
で
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
し

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
源
泉
徴
収

税
額
が
あ
る
と
、
申
告
に
よ
り
税
金
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
十
万
円
（
所
得

が
二
百
万
円
以
下
の
場
合
は
所
得
の
五
％
）

を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合

▼
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー

ム
を
新
築
や
購
入
又
は
増
改
築
な
ど
を
し

た
場
合

▼
年
の
途
中
で
退
職
し
て
再
就
職
し
て
い
な

い
場
合
な
ど

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
必
要
事
項
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所

得
税
、
贈
与
税
お
よ
び
個
人
事
業
者
の
消
費

税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
申
告
書
が
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
直
接
電

子
申
告
す
る
か
Ａ
四
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
出

力
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。

【
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

http://www.nta.go.jp

確
定
申
告
会
場
は
、
二
月
一
日

～

三
月
十
七
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。
た
だ
し
、
二
月
二
十
四
日
お
よ
び
三
月

二
日
の
日
曜
日
は
確
定
申
告
の
相
談
・
申
告

書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。）
の
期
間
、「
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま

三
階
第
二
特
別
会
議
室
」

（
徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
一
）
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
～
午
後
四
時
で
す
。

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
関

係
で
無
料
駐
車
場
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署

庁
舎
内
に
は
、
確
定
申
告
会
場
を
設
け
て
お

り
ま
せ
ん
。

個
人
事
業
者
の
所
得
税
や
消
費
税
（
地
方

消
費
税
を
含
む
）
の
納
税
は
、
安
全
便
利
な

振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
金
融
機
関
の

預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
、
納
税
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
手
数
が
少
な
く
て

済
み
ま
す
。

ま
た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

新
た
に
振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
に
な
る

場
合
は
、
金
融
機
関
か
税
務
署
に
「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
日
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

・
所
得
税

四
月
二
十
二
日

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

四
月
二
十
四
日

税
務
職
員
を
装
い
、
電
話
に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
す
る
よ
う
誘
導
し
、
現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
な
ど
の
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ご
不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
税
務
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
島
税
務
署
（
徳
島
市
幸
町
三
―
五
四
）

０
８
８（
６
２
２
）４
１
３
１

所
得
税
の
確
定
申
告
は

正
し
く
期
限
内
に
！

期
間

二
月
十
八
日

～
三
月
十
七
日

確
定
申
告
が
必
要
な
方

徳
島
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
で
す

還
付
申
告
が
で
き
る
方

月 日 対象地区 会 場

２月18日 坂 本 坂本集会所

19日 坂 本 坂本集会所

20日 与 川 内 農村環境改善センター

21日 横 瀬 農村環境改善センター

22日 横 瀬 農村環境改善センター

25日 中 山 中山集会所

27日 棚 野 役場２階会議室

28日 久 国 役場２階会議室

29日 生 名 役場２階会議室

３月１日 全 町 役場２階会議室

３日 星 谷 星谷集会所

４日 黒 岩 教育集会所

６日 今 山 今山ふれあい交流館

７日 中 角 農村婦人の家

10日 山西･掛谷 ＪＡ東とくしま生比奈支所

11日 沼江･石原 石原集会所

13日 全 町 役場２階会議室

14日 全 町 役場２階会議室

16日 全 町 役場２階会議室

17日 全 町 役場２階会議室

受 付 時 間：午前９時～午後４時まで

休日受付日：３月１日(土)・16日(日)

勝浦町の国民健康保険に加入している方

は、所得のない場合でも、申告におこしく

ださい。また、２月22日 横瀬地区を対象

に農村環境改善センターで申告受付を行い

ますが、当日全町を対象に土地や株式等の

譲渡所得に係る確定申告と個人事業者の消

費税申告も受け付けます。

平成20年度 住民税の所得申告
および所得税確定申告受付会場

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
を
作
成
！

安
全･

便
利･

確
実
な
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
！

「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意
を
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安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

『
振
り
込
め
詐
欺
』
な
ど
の

被
害
が
依
然
と
し
て
続
い
て

い
ま
す
！

昨
年
、
徳
島
県
で
は
約
九
十
件
の
発
生
が

あ
り
、
被
害
金
額
は
一
億
四
千
万
円
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
口
も
巧
妙
化
し
、

①
身
内
や
警
察
官
、
弁
護
士
を
装
う

オ
レ
オ
レ
詐
欺

②
債
権
回
収
会
社
等
を
偽
り
送
金
さ
せ
る

架
空
請
求
詐
欺

③
融
資
を
勧
誘
し
、
現
金
を
送
金
さ
せ
る

融
資
保
証
金
詐
欺

④
税
務
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動
支
払
い
機

を
操
作
さ
せ
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

還
付
金
等
詐
欺

等
が
あ
り
ま
す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
。
一
人
で

判
断
し
な
い
！

事
実
か
ど
う
か
、

必
ず
確
認
す
る
！

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

不
審
に
思
え
ば
、
警
察
本
部
の
警
察
安
全

相
談
電
話
番
号

＃
９
１
１
０
に
電
話
し

ま
し
ょ
う
。

し
の
び
よ
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪

サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技

術
や
電
気
通
信
技
術
を
悪
用
し
た
犯
罪
で
、

依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、「
闇
サ
イ
ト
」

等
悪
質
サ
イ
ト
に
よ
る
犯
罪
が
大
き
な
社
会

問
題
に
な
る
な
ど
国
民
に
と
っ
て
身
近
な
脅

威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
か
ら
、
毎
年
二
月
二
日
は

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
日
」
と
定
め
、
警

察
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
に

は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
に
は
、

知
ら
な
い
相
手
に
は
、
住
所
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
安
易
に
教
え
な
い
。

②
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

利
用
す
る
際
に
は
、

サ
イ
ト
の
注
意
事

項
や
取
引
相
手
を

よ
く
確
認
す
る
。

③
架
空
請
求
メ
ー
ル
が
き
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
支
払
わ
ず
に
無
視
を
す
る
。
相
手
と

連
絡
を
取
ら
な
い
。
身
の
危
険
を
感
じ
た

ら
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

④
不
当
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
た
だ
け
で
会
員
料
等
を
不
正
に
請

求
し
て
く
る
犯
罪
で
、
請
求
に
は
あ
わ
て

て
払
わ
ず
、
契
約
が
有
効
か
冷
静
に
判
断

し
、
悩
ん
だ
と
き
に
は
、
警
察
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

青
空
駐
車
は
絶
対
ダ
メ
！

自
動
車
の
保
管
場
所
に
関

す
る
法
律
違
反
の
取
り
締
ま

り
を
強
化
し
ま
す
。

違
法
駐
車
車
両
は
、
円
滑

な
交
通
の
流
れ
を
阻
害
し
、

交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
る
ほ

か
、
駐
車
車
両
の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し
に
よ

る
交
通
事
故
の
発
生
や
火
事
な
ど
の
際
の
緊

急
自
動
車
の
通
行
妨
害
な
ど
、
平
穏
な
日
常

生
活
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
虞
が
あ
り

ま
す
。

小
松
島
警
察
署
に
あ
っ
て
は
、
青
空
駐
車

の
取
り
締
ま
り
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二･

三
月
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

２
月
13
日

美
馬
警
察
署

２
月
28
日

徳
島
北
警
察
署

３
月
13
日

阿
南
警
察
署

３
月
26
日

美
馬
警
察
署

初
心
者
講
習

２
月
６
日

小
松
島
警
察
署

◎
猟
銃
の
一
斉
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

２
月
21
日

22
日(

金)

の
二
日
間
、
猟

銃
等
の
一
斉
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
猟
銃
を
正
し
く

保
管
し
て
い
ま
す
か
？

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談
事
業
者

へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者

団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

３月 ２月

６
日

13
日

27
日

７
日

21
日

28
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～
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〔加入依頼書設置場所〕 徳島銀行各支店窓口・勝浦町教育委員会 （42）2515
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厚生年金保険料が給与から天引きされていたにもかかわらず、事業主から保険料

の納付や資格などの届出がされていない方に年金をお支払いする法律ができました。

厚生年金保険料が給与天引きされていても、事業主から保険料の納付や厚生年金の資格などの届出

がなかった場合であって、保険料の徴収権が時効消滅となる２年を経過したときは、その記録は年金

に反映されませんでした。

〔具体例〕

３年前に退職した事業所で厚生年金保険料を給与天引きされたにもかかわらず、事業主が厚生年金

の加入手続きをしていなかったことがわかった場合。

厚生年金特例法について

【問い合わせ】

徳島市山城西４丁目45番地 徳島南社会保険事務所 088（652）1511

「ねんきんダイヤル」0570（05）1165（平日午前８時30分から午後５時15分）

※IP電話・PHSからは、03（6700）1165にお電話ください。

今までは

年金額に反映されない

年金額に反映される

厚生年金の届出なし

入社
▼

退社（３年前）
▼

厚生年金特例法の成立により、厚生年金保険料の給与天引きがあったことが年金記録確認第

三者委員会で認定されたときは、年金記録が訂正されて年金額に反映されます。

これからは

戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
様
へ

～
第
八
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？
～

請
求
期
限
は
、

平
成
二
十
年

三
月
三
十
一
日

で
す
。
こ
の

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法
律
の
規

定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け

る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

給
付
内
容

額
面

四
十
万
円

十
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
窓
口

請
求
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る

市
区
町
村
役
場

対
象
者

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い

て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
方
で

弔
慰
金
の
受
給
権
者

戦
没
者
等
の
子

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

姉
妹
（
戦
没
者
等
と
死
亡
当
時

生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

に
お
い
て
婚
姻
お
よ
び
養
子
縁

組
に
よ
り
氏
が
変
わ
っ
て
い
る

方
を
除
き
ま
す
。）

前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

前
記

か
ら

以
外
の
三
親
等

内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

勝
浦
町
役
場
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

恩
給
欠
格
者

戦
後
強
制
抑
留
者

引
揚
者
の
皆
様
へ

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
、
戦
後

ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ

れ
た
方
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外

の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
方
の
「
ご
本
人
」
に
慰
藉
の
念

を
表
す
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名

の
『
特
別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

請
求
書
類
は
、
役
場
福
祉
課
の

窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
合
せ
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
ま
で

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０（
２
３
４
）９
３
３

(

月
～
金

午
前
九
時
十
五
分
～

午
後
五
時
十
五
分
・
土
日
休
み)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ht
tp:

//w
ww.

hei
wa.

go.
jp
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この度の年金記録をめぐる問題について、大変ご心配をおかけしておりますことを、心よりお詫び

申し上げます。

さて、年金記録問題への対応につきましては、基礎年金番号に結びついていない約5,000万件の記

録について、平成19年11月からコンピューターによる名寄せ作業を開始し、その結果、先ずは基礎年

金番号の記録と結びつく可能性のある記録が出てきた方に、平成19年12月17日から「ねんきん特
別便」を順次お送りしているところであります。

つきましては、「ねんきん特別便」を受け取られた方を対象として、今後の必要な手続

きなどの相談をしていただくために、次のとおり出張年金相談所を開催することとしております。

開設日 平成20年２月13日（水） 午前10時～午後４時

会 場 勝浦町農村環境改善センター相談室

※年金の相談に来られる方は、ねんきん特別便、年金証書あるいは、運転免許証など、本人であること

を確認できるもの、印鑑をお持ちください。

なお、代理人の方が来られる場合は、本人からの委任状のほかに運転免許証など、代理人本人である

ことが確認できるものをお持ちください。

～ご自身の年金記録の確認をお願いいたします～

基礎年金番号に結びついていない約5,000万件の記録について、平成19年11月からコンピューター

による名寄せ作業を開始し、その結果、皆様の基礎年金番号の記録と結びつく可能性のある記録が出

てきた方に、平成19年中旬から「ねんきん特別便」を順次お送りしております。

ご本人様のご確認及び手続きを経て、はじめて記録が結びつくことができます。

お手数をお掛けいたしますが、お手元に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身のお勤め先

などの欄に記載もれがないか、また、資格取得年月日・資格喪失年月日の誤りがないかなどを十分に

ご確認の上、必ずお手続きくださいますようお願いいたします。ご不明な点などがございましたらお

近くの社会保険事務所までご相談ください。

「ねんきん特別便」の送付に伴う出張相談所の開設について

【問い合わせ】 徳島市山城西４丁目45番地 徳島南社会保険事務所 088（652）1511

「ねんきん特別便」を受け取られた方へ

「ねんきん特別便」と記録統合までの流れ

ねんきん
特別便を
送付

ご自身に
よる記録
の確認

ご自身に
よる回答

社会保険庁
による

調査・確認

記録の統合
（確認完了）

・記録が結びつく可能性がある方

平成20年３月までを目途に送付

・その他の方

平成20年４月から10月までを目途に送付

◎注意：お手続きをいただかないと、記録は

統合できません！

訂正がない場合：「確認はがき」を郵送

訂正がある場合：年金記録照会表に記入して手続き
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特定健診･特定保健指導

特定健診・特定保健指導の対象者は、医療保険者（勝浦町国民健康保

険、国民健康保険組合、健康保険組合、政府管掌健康保険、共済組合な

ど）に加入している40～74歳の方です。被保険者の方だけでなく、主婦

などご家族の被扶養者の方も対象となります。対象となる方は、医療保

険者が実施する健診・保健指導を受けることになります。

事業主健診（勤務先の事業主が行う健診）を受けている方は、その結

果が加入している医療保険者に伝えられ、特定健診として扱われます。

対象者は40～74歳のすべての方です

医療保険者には、被保険者・被扶養者への特定健診・

特定保健指導の実施と健診データの管理が義務づけられ

ています。これにより、健診データは健診後に行われる

保健指導に活用されます。

健診結果は、数年間分記載されるようになるので、ご

自分の検査数値の変化もわかりやすくなります。

医療保険者に特定健診・特定保健指導の実施と
健診データの管理が義務づけられています！

健診の結果は一律の基準で３段階に階層化されます。健診でメタ

ボリックシンドローム該当者・予備群に判定された方は、医師や保

健師、管理栄養士といった専門スタッフから保健指導でサポートを

受けながら、自ら生活習慣の改善に取り組むことができます。

メタボリックシンドロームの予防・解消のために

保健指導に重点を置いた制度になります

糖
尿
病
教
室
、
二
月
は
次
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ

か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら
一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
４
１

２月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

５日 内科医師 糖尿病について

12日 坂口栄養士 食事について

19日 正瑞薬剤師 薬について

26日 亀山看護師長 生活と運動

勝
浦
病
院

だ
よ
り

���

�����



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

17

ん な 健の 康み
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

５ 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:30 勝 浦 病 院
平成19年９月１日
から12月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

７ 木

健 康 相 談 13:30～14:00

棚野集会所 住 民 健康手帳運動教室
講師 株本泰輔先生

14:00～15:30

８ 金 １歳６ヵ月児健康診査 13:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成18年５月１日
から８月31日まで
に生まれた子

問診票

母子健康手帳

15 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年８月１日
から12月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

16 土 男 の 料 理 教 室 9:30 住民福祉センター 会 員 エプロン

18 月
健 康 相 談 9:30～10:00

中山集会所 住 民 健康手帳
介 護 教 室 10:00～11:00

22 金

健 康 相 談 9:30～10:30 掛谷集会所

住 民 健康手帳
平賀先生のお話

「糖尿病予防について」
※終了後に健康相談を

行います。

14:30～15:30 勝 浦 会 館

（42）1502〉

基本健診･骨粗鬆症検診をまだ受診していない人へ
医療機関での検診を次のとおり実施しています。健診は生活習慣を振り返る良い機会です。受診をされ

ていない方は、この機会にぜひ受診しましょう。

受診を希望される人は、勝浦町役場福祉課 （42）1502までお申し込みください。問診票をお送りします。

健診項目 対 象 者 健診料 内 容

基 本 健 診 40歳以上 700円

身体測定、血圧、検尿、心電図検査、血液

検査（コレステロール、中性脂肪、肝機能、

腎機能、貧血、血糖）、診察

※65歳以上の人には「生活機能評価」を

合わせて実施します

肝炎ウィルス

検 診

①平成20年3月31日までに、40歳

を迎える人
②75歳未満の人で、過去に受診

していない人

1,200円
血液検査により、Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎の感
染について調べる

骨粗鬆症検診
40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、

65歳、70歳の女性
700円 骨密度測定

◎健診項目および健診料等について

※平成19年４月から現在までに総合健診、人間ドック、職場健診等で、基本健診等を受けた人は対象となりません。

※満70歳以上の人、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の人は無料です。医療機関窓口でお申し出ください。

期 間 平成20年２月29日 まで

申込先 勝浦町福祉課 （42）1502
IP 050（3438）7148

医療機関 国民健康保険勝浦病院

勝浦病院 検診の種類 曜日 受付時間

内 科
基本健診
肝炎ウィルス検診

金
13:00～15:00

外 科 骨粗鬆症検診 13:00～14:00

医療機関検診について

２月の保健行事 〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師
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定 期 予防 接 種 につ い て

予防接種は予防接種法に基づき、免疫水準を維持するため一人ひとりの健康状態に合わせ、個別で

実施しています。正しく理解した上で、計画的に接種年齢内に受けましょう。（定期接種以外は、任意

接種となり接種料金も実費となります。）

予防接種の
スケジュール表

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

ポリオ

ジフテリア
百日咳
破傷風

１期
（ＤＰＴ）

２期
（ＤＴ）

麻しん

風しん 注2）

日本脳炎

ＢＣＧ

６週間以上の間隔をあけて２回接種を行います。

３～８週間の間隔をあけて初回接種（３回）を行い、
初回接種終了後から６月以上の間隔をおいて追加接種を行います。

注1)

1期 ２期

小学校就学前の１年以内、いわゆる幼稚園、

保育所等の年長児が対象となります。（接

種時期が２年あるようにみえますが、そう

ではありません。）

平成17年５月30日以降、ワクチン接種の積極的勧奨が行われていません。
但し、接種希望者は定期接種として接種は可能です。

１～４週間の間隔をあけて１期初回接種（２回）を行い、１期初回接種終
了後から概ね１年おいて１期追加接種を行います。

勝浦病院における定期予防接種について（平成19年４月１日から）

実施月 通年（４月～３月）

予防接種の
予約

希望日の１週間前までに電話で予約をしてください。

予約の申し込み時間は 月～金曜日の午後３時～５時
勝浦病院 （42）2555 ＩＰ 050（3438）7441

内容と時間

月 曜 日 金 曜 日
小児科

午前10時～
午後３時

①ＢＣＧ
②ジフテリア・

破傷風二種混合

①ジフテリア・百日咳・
破傷風三種混合

②麻しん・風しん混合
③日本脳炎

接種料金 無 料

上の表の および は、予防接種法で定められた定期の予防接種の対象者です。病気にかかりやすい

時期を考慮して定められた期間（標準的な接種期間）である の期間中にできるだけ接種を受けましょう。

なお、麻しんおよび風しんは標準的な接種期間はありませんが、麻しんや風しんは幼児期早期にかかって

しまうことが多いため、お母さんからの免疫がなくなる生後12月以降なるべく早期に、第１期の接種を受け

ましょう。

注1）：１期ＤＰＴ（追加接種）の標準的な接種期間は、１期初回接種（３回）終了後12月に達した時から18月に達するまでの期間である。

注2）：麻しんおよび風しんについて同時に行う第１期又は第２期の予防接種は、ＭＲ混合ワクチンで接種を行うこととなる。

徳島県広域化
予防接種について
接種希望される方は、勝浦
町役場福祉課へ前もって
お申し込みください。

〔問い合わせ〕

勝浦町役場 福祉課保健師

（42）1502

ＩＰ 050（3438）7148
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乳 幼 児 等 医 療 費 受 給 者
重度心身障害者等医療費受給者のみなさまへ

【問い合わせ】 勝浦町福祉課 （42）1502

平成20年２月１日から、乳児医療・重度医療の一部の取扱いが変わります。以下の変更点がありますの

で、ご確認のうえ、受診してください。

変 更 点 乳 児 医 療 重 度 医 療

受給者証について

＜２月１日現在で３歳以上の方＞
受給者証の公費負担番号が２つになります。

「45360054」の後ろに
「48360051」の記載が無い方は、医療機関
等を受診する前に、役場福祉課まで受給者
証を持参してください。

受給者番号が変わるため、受給者証(又は認
定書)が新しくなります。２月１日以降、医
療機関等を受診されるときは、必ず、新し
い受給者証等を提出してください。

※１月20日頃、ご自宅等に郵送しております
ので、ご確認ください。

※古い受給者証等はご返還ください。

柔道整復施術療養費

の助成方法について

接骨院等で施術を受けられた場合は、一旦、病院窓口で、患者負担額を支払い、その領収
書により、償還払いを受ける取扱いに変わります。
【償還払いの手続き方法】①領収書②印鑑③受給者名義の通帳（ゆうちょ銀行以外）を役
場福祉課へ持参し請求してください。

訪問看護療養費の

助成方法について

訪問看護療養費が償還払いから現物給付に変わります。ただし、重度医療の方は、老人保
健以外の１級の方(黄色の受給者証をお持ちの方)のみ対象となります。

医療費請求書の

取扱いについて

被用者保険（国保以外）の加入者の方の医療費請求書（下記の色の用紙）が不要になります。

ベージュ又はピンク色の用紙 薄い緑色の用紙
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★
年
の
初
め
の
健
康
計
画
を

年
の
初
め
に
、
健
康
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

題
し
て
「
攻
め
と
守
り
の
健
康
法
」
で
す
。

１

攻
め
の
健
康
法

肉
体
を
鍛
え
よ
う

ま
ず
、
歩
く
こ

と
で
す
。
老
化
現

象
は
、
必
ず
足
か

ら
き
ま
す
。
二
千
円
ほ
ど
健
康
に
投
資
し
、
万
歩

計
を
買
っ
て
、
今
年
こ
そ
一
日
一
万
歩
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

定
期
的
な
ス
ポ
ー
ツ
も
大
切
で
す
。
水
泳
、
テ

ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
週
一
～
二
回
の
ペ
ー

ス
で
続
け
ま
し
ょ
う
。
運
動
す
る
習
慣
を
、
生
活

の
中
に
定
着
さ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
を

ス
ト
レ
ス
対
策
が
重
要
で
す
。
生
き
甲
斐
・
情

熱
を
抱
き
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
生
活
・
広
い
趣

味
や
交
際
も
大
切
で
す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

こ
と
が
コ
ツ
で
す
。

食
事
健
康
法

好
き
嫌
い
せ
ず
、
ま
ん
べ
ん
な
く
、
な
ん
で
も

少
し
ず
つ
食
べ
る
こ
と
。
塩
分
を
少
な
く
し
て
、

腹
八
分
目
に
。
一
日
三
食
規
則
正
し
く
食
べ
る
の

が
理
想
的
な
食
生
活
で
す
。

２

守
り
の
健
康
法

最
低
年
一
回
、
健
康
診
断
を
受
け
、
定
期
的
な

健
康
チ
ェ
ッ
ク
。
早
期
に
発
見
さ
れ
た
生
活
習
慣

病
（
ガ
ン
を
含
む
）
は
、
現
代
の
医
学
で
退
治
で

き
る
か
ら
で
す
。

年
初
か
ら
、
ご
自
分
に
合
っ
た
健
康
計
画
を
た

て
、
ぜ
ひ
、
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
で
、
明

る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。

★
冬
、
お
肌
の
乾
燥
注
意
報

さ
む
～
い
冬
。
お
肌
も
カ
サ
カ
サ
…
。
特
に
お

年
寄
り
は
注
意
が
必
要
な
季
節
で
す
。

老
人
の
皮
膚
は
、
保
湿
性
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

冬
の
乾
燥
し
た
条
件
の
中
で
は
、
光
沢
を
失
い
、

カ
サ
カ
サ
と
し
て
白
い
ウ
ロ
コ
状
に
な
り
、
浅
く

ひ
び
割
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
老
人
性
乾
皮

症
は
、
初
期
の
段
階
で
は
、
油
性
の
ク
リ
ー
ム
な

ど
の
保
湿
剤
を
塗
る
だ
け
で
改
善
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
乾
皮
症
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、
か

ゆ
み
が
生
じ
て
、
か
く
と
湿
疹
化
し
て
し
ま
い
ま

す
。
保
湿
剤
に
よ
る
日
ご
ろ
か
ら
の
適
切
な
ス
キ

ン
ケ
ア
や
早
め
の
治
療
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

乾
皮
症
、
皮
脂
欠
乏
症
の
予
防
と
改
善

■
シ
ャ
ワ
ー
や
入
浴
回
数
の
増
加
は
、
皮
脂
の
減

少
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
石
鹸
を
た
っ
ぷ
り
つ

け
て
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

■
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
飲
酒
は
適
量
に
。
規

則
正
し
い
生
活
が
大
切
で
す
。

■
か
ゆ
み
を
起
こ
す
よ
う
な
化
繊
や
ウ
ー
ル
な
ど

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け
木
綿
な
ど

刺
激
の
少
な
い
も
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

■
保
湿
剤
な
ど
に
よ
る
日
頃
の
適
切
な
ス
キ
ン
ケ

ア
を
心
掛
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
か
ゆ
い
時
、
か
き
む
し
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
爪
を
短
く
切
っ
て
お
く
等
の
心
掛

け
も
大
切
で
す
。

■
電
気
毛
布
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
長
時
間
の
使
用

は
、
皮
膚
の
乾
燥
を
進
行
さ
せ
ま
す
。

■
毛
布
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
は
ダ
ニ
が
住
み
つ
き

や
す
い
の
で
、
こ
ま
め
に
き
れ
い
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

■
ス
ト
レ
ス
は
、
か
ゆ
み
の
一
因
で
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
規
則
正
し
い
生
活
、
快
適
な
生
活
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
睡
眠
不
足
も
大
敵
で
す
。
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今
、
日
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
あ
る
。
外
国
人
へ
の
偏
見
や
差
別
、
部

落
差
別
、
障
害
者
に
対
す
る
差
別
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
な
か
で
、
中
学
生
の

僕
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
問
題
は
、

い
っ
た
い
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
僕
の
考
え

で
は
も
う
答
え
は
で
て
い
る
。
そ
れ
は
、

学
校
で
の
い
じ
め
だ
。
僕
の
ク
ラ
ス
に
も

と
て
も
ひ
ど
い
い
じ
め
が
か
つ
て
あ
っ
た
。

こ
の
話
は
、
僕
が
小
学
校
な
か
で
も
、

上
級
生
と
い
わ
れ
た
五
、
六
年
生
だ
っ
た

時
に
さ
か
の
ぼ
る
。

そ
の
頃
の
ク
ラ
ス
に
は
一
人
、
目
の
不

自
由
な
子
が
い
た
。
そ
の
子
が
い
じ
め
ら

れ
た
の
だ
。
原
因
は
ク
ラ
ス
の
誰
か
が
言
っ

た
、
た
っ
た
一
つ
の
悪
口
だ
っ
た
。
そ
の

悪
口
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ク
ラ
ス
中
に

広
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に

は
、
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
、

そ
の
子
に
触
れ
る
こ
と
を
皆
が
嫌
が
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
僕
は
、
そ
の
子

と
は
仲
が
良
く
、
修
学
旅
行
も
そ
の
子
と

同
じ
部
屋
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
子
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
皆

に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
、
一
緒
に
悪
口
を

言
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
本
当
に
情
け
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
僕
は
そ
の
子
の
友
達
で
あ
り

な
が
ら
、
い
じ
め
か
ら
守
ろ
う
と
せ
ず
、

む
し
ろ
い
じ
め
に
加
わ
っ
て
い
た
の
だ
っ

た
。こ

う
し
て
、
そ
の
子
は
ク
ラ
ス
の
中
で

だ
ん
だ
ん
と
孤
立
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

つ
い
に
こ
の
こ
と
は
、
学
級
で
話
し
合
う

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

「
僕
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
の
子
が
一
番
最
初

に
言
い
出
し
た
。」

な
ど
と
、
責
任
逃
れ
を
言
っ
た
り
、
そ
の

場
し
の
ぎ
の
言
葉
を
使
っ
た
り
と
、
ま
る

で
、
解
決
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
て
い
く
よ

う
な
話
し
合
い
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。

今
、
改
め
て
考
え
る
と
、
罪
を
な
す
り
つ

け
合
う
の
は
、
つ
く
づ
く
意
味
の
な
い
こ

と
だ
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
最
初
に
言
い

出
そ
う
が
、
途
中
か
ら
言
い
出
そ
う
が
、

結
局
、
言
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
全
く
変

わ
り
は
な
い
か
ら
だ
。
話
し
合
い
が
終
わ
っ

て
も
残
念
な
が
ら
、
い
じ
め
は
続
い
た
。

そ
の
子
は
、
卒
業
後
、
僕
た
ち
と
同
じ

中
学
校
に
は
進
級
せ
ず
、
別
の
学
校
に
進

級
し
た
。
目
が
不
自
由
だ
か
ら
な
の
か
、

い
じ
め
が
原
因
だ
か
ら
な
の
か
わ
か
ら
な

い
。
今
と
な
っ
て
は
確
か
め
る
こ
と
す
ら

で
き
な
い
。
た
だ
、
僕
は
、
卒
業
式
が
過

ぎ
て
、
何
日
か
し
た
あ
と
の
、
友
達
の
一

言
が
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

「
あ
い
つ
、
最
後
に
お
前
の
悪
口
を
言
っ

て
、
帰
っ
て
い
っ
た
ぞ
。
」

ど
う
受
け
と
っ
て
い
い
の
か
、
ど
ん
な

反
応
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
た
だ
、
そ
の
子
に
し
て
み
れ
ば
、
裏

切
ら
れ
た
の
だ
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
の

に
、
僕
は
助
け
て
あ
げ
る
ど
こ
ろ
か
、
他

の
子
と
一
緒
に
悪
口
を
言
い
続
け
た
の
だ
。

も
し
、
自
分
が
逆
の
立
場
だ
っ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
。
果
た
し
て
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
い
い
や
、
無
理
だ
っ
た
は
ず
だ
。
最

後
の
最
後
に
悪
口
を
言
い
た
く
も
な
る
だ

ろ
う
。
結
局
、
そ
の
子
の
心
に
一
番
深
い

傷
あ
と
を
入
れ
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く

僕
だ
っ
た
。
そ
の
子
に
一
番
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
た
の
も
、
や
は
り
僕
だ
っ
た
。
ま
わ

り
に
必
死
に
あ
わ
せ
よ
う
と
し
て
、
そ
の

子
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
弱
い
弱
い
僕
だ
っ
た
。
な
ん
で
、
あ

の
と
き
、
守
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ん

だ
ろ
う
。
な
ぜ
、
皆
が
言
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
、

「
も
う
言
う
な
。」

と
言
え
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え

る
と
、
今
で
も
胸
の
重
く
な
る
感
じ
が
す

る
。そ

れ
か
ら
三
年
と
い
う
月
日
が
流
れ
た
。

中
学
生
に
な
っ
た
今
で
も
、
い
じ
め
は
あ

る
。
し
か
も
内
容
は
小
学
生
の
時
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
ク
ラ
ス
は
あ
ま
り
進

歩
し
て
い
な
か
っ
た
。
僕
自
身
は
ど
う
な

の
だ
ろ
う
。
進
歩
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
自
身
の
行
動
に

か
か
っ
て
い
る
。

「
も
う
言
う
な
。」

と
声
を
か
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
ま
た
皆
と
一
緒
に
悪
口
を
言
う
の
だ
ろ

う
か
。
ど
ち
ら
も
た
っ
た
一
言
だ
が
、
僕

は
、
前
者
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
な
人
間

に
な
り
た
い
。

今
、
日
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
あ
る
。
そ
れ
ら
も
、
誰
か
の
一
言
で
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
一
言
を
し
っ
か
り
考

え
て
、
正
し
い
発
言
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
、
僕
は
自
分
自
身
に
強
く
誓
っ
て

い
る
。

誰
か
の
一
言
で
変
わ
る
人
権

平
十
五
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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次
回
作
品
募
集

二
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

三
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

「
ヘ
ル
ス
ラ
イ
フ･

エ
ク
サ
サ
イ

ズ
教
室
」
の
お
知
ら
せ

日
ご
ろ
か
ら
運
動
不
足
や
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
方
、
ま
た
、
こ
れ

か
ら
何
か
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
、
健
康

的
な
運
動
習
慣
を
作
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
運
動
を
し
た
い
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
費

各
教
室
一
回
二
百
円
（
保

険
料
含
む
）
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

事
前
に
勝
浦
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
仮

称
）
に
登
録
（
初
回
の
み
五
百
円
）

が
必
要
で
す
。
参
加
費
は
各
教
室
時

に
集
金
し
ま
す
。

☆
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
＆
チ
ュ
ー
ブ
・

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

二
月
～
三
月
の
毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
～
十
一
時

〔
参
加
対
象
〕
成
人
の
男
女

十
五
人
程
度

〔
運
動
強
度
〕
弱
～
中

☆
カ
ラ
テ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

二
月
～
三
月
の
毎
週
水
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

〔
参
加
対
象
〕
成
人
の
男
女

十
五
人
程
度

〔
運
動
強
度
〕
中
～
強

☆
ヘ
ル
シ
ー
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
３
Ｂ
体
操

二
月
～
三
月
の
毎
週
金
曜
日

午
後
二
時
～
三
時

〔
参
加
対
象
〕
中
高
年
の
男
女

二
十
人
程
度

〔
運
動
強
度
〕
弱
～
中

☆
シ
ニ
ア
の
健
康
運
動
教
室

二
月
～
三
月
の
毎
週
水
曜
日

午
後
二
時
～
三
時

〔
参
加
対
象
〕
お
お
む
ね
五
十
歳

以
上
の
男
女

十
五
人
程
度

〔
運
動
強
度
〕
弱

会

場

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室
又
は
ホ
ー
ル

準
備
物

運
動
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
み
物

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内
「
勝
浦
町

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

準
備
委
員
会
事
務
局
」

（
４
２
）２
５
１
５

http://www.tokushima-sports.

or.jp/katsuura/index.html

「
テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会
」
の

お
知
ら
せ

町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
指
導
を
行
っ
て
い
る
方
を
対
象
に

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

二
月
十
五
日

時

間

午
後
七
時
三
十
分
～

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

参
加
費

無

料

※
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

興
味
関
心
の
あ
る
方
は
お
越
し
く

だ
さ
い
。

わたしの
作品

岩
窟
の
羅
漢
ま
い
り
し
小
春
か
な

霜
月
や
京
の
小
か
ぶ
の
美
し
き

横
瀬

日
下
智
世
子

冬
木
立
新
芽
宿
し
て
凛
と
立
ち

月
冴
え
て
過
疎
の
山
里
し
ん
し
ん
と

横
瀬

前

田
好
次

と
り
ど
り
の
花
鉢
な
ら
べ
冬
の
庭

子
も
孫
も
揃
い
今
年
も
福
沸
し

三
渓

中

村

祥

子

山
々
は
次
第
に
も
み
じ
冬
至
か
な

来
る
年
も
元
気
で
や
ろ
う
米
作
り

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

風
花
や
鼻
の
天
辺
か
す
め
け
り

ぱ
る
ぱ
る
と
歩
き
確
か
む
初
の
雪

生
名

石

田

白

萩

新
春
に
余
命
穏
過
し
た
く

初
夢
に
昔
の
人
の
顔
浮
ぶ

生
名

小

西

典

子

拝
殿
を
狭
め
新
酒
の
飾
り
樽

あ
る
だ
け
を
灯
し
て
淋
し
枯
木
宿

生
名

丸

山

香

月

山
寺
の
掃
を
た
め
ら
う
散
紅
葉

小
春
日
や
老
医
う
な
づ
く
孫
自
慢

星
谷

上

岡

久

子

初
春
や
寿
命
の
年
を
数
へ
け
り

命
火
や
東
風
吹
か
ば
咲
く
梅
桜

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

見
飽
き
た
る
顔
に
眉
引
く
初
鏡

青
臭
さ
ほ
ん
の
り
あ
り
し
若
葉
つ
む

沼
江

大

川

冨

枝

薄
氷
や
裏
見
の
滝
の
奥
の
院

悴
か
む
手
皆
ス
ト
ー
ブ
へ
朝
の
市

坂
本

新

居

晋

薄
氷
を
踏
め
ば
か
す
か
に
音
の
あ
り

初
旅
が
夢
に
ま
で
見
た
海
外
へ

坂
本

新

居

和

子

薄
氷
を
踏
み
て
命
日
墓
参
り

寒
月
を
背
負
い
て
帰
る
同
窓
会

坂
本

新

居

清

治

汲
み
置
き
し
バ
ケ
ツ
の
水
は
薄
氷
に

初
旅
や
若
狭
塗
り
箸
土
産
と
す

坂
本

山

口

昭

市

薄
氷
や
温
暖
化
て
ふ
無
気
味
な
語

初
旅
や
婚
式
つ
い
で
の
古
都
め
ぐ
り

坂
本

新

居

雄

彦

終
バ
ス
を
降
り
て
仰
げ
る
寒
の
月

中
山

山

下

房

夫

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。
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ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

２
月
２
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

２
月
９
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

５日

（火）

山 西

中 角

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

９日

（土）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

19日

（火）

生 名

久 国

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

前田さん宅前ごみフェンス横

26日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

４日

（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

12日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

18日

（月）

生 名

〃

久 国

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

25日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

７日 ・21日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

８日 ・22日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

不用犬引き取り日

12日 ・26日
※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

最近、犬の飼い主の方のマ
ナーが悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中の
フンの放置はやめましょう。

今、飼い主のモラルが問わ
れています。近隣や周囲の人
に迷惑をかけることなく楽し
く快適にペットと暮らすため
にも、愛情と責任を持って飼
いましょう。

��
��������

��

����
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研ぎ師太吉 山 本 一 力

街のアラベスク 阿刀田 高

地の蛍 内海隆一郎

世界を創った男チンギス・ハン４ 堺 屋 太 一

軒猿の月 火 坂 雅 志

選挙トトカルチョ 佐 野 洋

先生と僕 坂 木 司

いのちの王国 乃 南 ア サ

ブルーバレンタイン 新 堂 冬 樹

もえない 森 博 嗣

十五万両の代償 佐 藤 雅 美

樹霊の塔 栗 本 薫

本当のうそ 石 田 衣 良

群狼の舞 船 戸 与 一

おじさん図鑑 飛 鳥 圭 介

賞味期限がわかる本 徳江千代子

本当は怖い家庭の医学２ 番組スタッフ編

サンリオキャラクターのかわいいてづくりバッグ

寺西恵里子

《児童書》

それいけ！アンパンマン やなせたかし

アンパンマンのおはなしわくわく やなせたかし

ゆかいなきかんしゃ ヤン･チャレック

角野栄子のちいさなどうわたち 角 野 栄 子

ぼくをすてないで なりゆきわかこ

かわいいこねこをもらってください なりゆきわかこ

★おはなし会

24日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

２
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１１２ １３ １４１５ １６

１７ １８１９ ２０ ２１２２ ２３

２４ ２５２６ ２７ ２８２９

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

《新着ＤＶＤ》

ダイハード４

ナイト・ミュージアム

ゴーストライダー

沈黙の奪還

スパイダーマン３

ホリディ

ハリｰポｯタｰと不死鳥の騎士団

ブラッドダイヤモンド

ゲド戦記

トムとジェリー テイルズ２・３

〃 のくるみ割人形

群 ようこ

財布のつぶやき

近所のスーパーで小さな

節約をして大満足。でも、

その直後に予想外の大散財！？

老後の暮らしも心配な今日

このごろ。

内 田 康 夫

靖国への帰還

若者たちが純粋に生き、

散った時代があった。還る

べき場所を失くした青年が

探し求めた使命とは。人の

生き方、あり方を問う感動

の書下ろし長編小説。

新着図書の一部紹介
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人 口（平成19年12月31日現在）

世帯数 2,151戸

男性 3,024人

女性 3,251人

計 6,275人

出生 男 ２人 女 ０人 計 ２人

死亡 男 ５人 女 ７人 計 12人

転入 男 ９人 女 ６人 計 15人

転出 男 ３人 女 ５人 計 ８人

ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.lg.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日 時 ２月９日 午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時
※土・日・祝日を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５
年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

年 金 相 談 ご利用
ください！

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 今月お休みします

踊 り 13 ・27 午後 2:00～4:00

歌 謡 ３ ・17 午後 7:30～9:30

生け花 ４ ・25 午後 7:30～9:30

大正琴
１ ・７ ・14
22 ・28

午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

２月 交流講座ご案内

大字棚野字鍛冶地 野 上 洋 一（48歳）

大字沼江字天川 中 井 和 子（68歳）

大字生名字御所 山 田 信 一（90歳）

大字中角字長田 山 下 好 男（79歳）

大字坂本字久良田 坂 東 正 一（93歳）

大字棚野字口立川 竹 田 貞 美（84歳）

大字中角字東山 河 野 夏 子（79歳）

おくやみ申します

善意ありがとうございました
（12月16日～１月15日）

駒 津 輝 幸 さん（掛谷） 山 丸 義 明 さん（掛谷）

中 井 悟 さん（沼江） 前 田 宜 信 さん（横瀬）

田 賢 志 さん（横瀬） 山 田 広 一 さん（生名）

谷 内 正 治 さん（沼江） 福 井 常 一 さん（中角）

野 上 拓 也 さん（棚野）

以上の方から善意銀行に善意がよせられ

ました。ありがとうございました。

２月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

日 時 ２月１日 ･８日 ･15日 ･22日
午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽にお問い

合わせください。 (42)4652

心 配 ご と 相 談 まちのうごき
平成19年12月16日～平成20年１月15日（敬称略）
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